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奈良市消防団・西部方面隊の特徴や 

情報をお届け！普段の活動はこれから 

の活動、そして活動への想いをご紹介。 

 

 

奈
良
市
北
西
部
の
平
城
地 

区
と
高
の
原
・
学
園
前
地
区 

を
管
轄
し
て
い
る
平
城
分
団 

は
３０
名
の
団
員
が
活
動
し
て 

い
ま
す
。 

団
結
感
が
あ
ま
り
な
か
っ 

た
団
員
同
士
が
、
平
成
２８
年 

に
開
催
さ
れ
た
「
第
２６
回
奈 

良
県
消
防
操
法
大
会
（
小
型 

ポ
ン
プ
操
法
の
部
）
」
に
奈 

良
市
代
表
と
し
て
出
場
す
る 

機
会
を
得
て
、
選
手
・
控 

え
選
手
・
後
方
支
援
者
と 

し
て
、
互
い
に
支
え
合
い 

真
夏
の
厳
し
い
練
習
を
乗 

奈
良
市
消
防
団
の
活
動 

～
今
昔
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
～ 

現
在
団
員
数
30
名
が 

在
籍
し
て
お
り
、
消
火 

活
動
だ
け
で
な
く
地
域 

防
災
啓
蒙
活
動
と
し
て 

小
学
校
へ
防
火
訓
練
に 

出
向
き
、
水
消
火
器
に 

よ
る
消
火
訓
練
、
放
水 

訓
練
、
車
両
展
示
、
簡 

易
担
架
の
作
り
方
な
ど

行
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
の
抱
負
と
し
て 

新
入
団
員
の
確
保
、
歴 

史
的
に
貴
重
な
建
物
が 

点
在
し
て
い
る
地
域
と 

し
て
の
防
災
、
そ
し
て 

地
域
の
皆
様
の
財
産
を 

守
る
為
、
防
火
、
防
災 

活
動
に
努
め
て
ま
い
り 

ま
す
。 
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奈
良
市
消
防
団
だ
よ
り 

～
な
で
し
こ
新
聞
～ 

り
越
え
、
大
会
に
出
場

で
き
た
こ
と
に
よ
り
団

結
力
が
養
わ
れ
、
奈
良

市
で
一
番
団
結
力
の
あ

る
分
団
に
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
自
負
し

て
い
ま
す
。
そ
の
団
結

力
は
大
会
以
降
に
入
団

し
た
団
員
に
も
、
確
実

に
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。 

西
部
方
面
隊
の
事
業
と
消
防
団
の
現
状 

都
跡
・
平
城
・
伏
見
・
富
雄 

西部方面隊の管轄地域は２４号バイパス 

～西方面へ生駒市との境までの範囲で、 

数多くの世界遺産があり、急速に都市化 

した奈良西部地区を都跡分団、伏見分団 

平城分団、富雄分団の計 150人の団員で 

担い、地元の中心となり防火、防災活動 

をしています。東日本大震災などの教訓 

と近年みられる災害の多発、多様化が著しく進んでいるこ

とを踏まえ団員を十分確保し、防災意識を高め、充実強化

しなければいけないことがはっきりしています。そして住

民の皆さんにも一緒に行動してもらわなければなりませ

ん。男性、女性、若い人、中高年の人、住民だけでなく、

働いている人達も皆がそれぞれの役割を果たしてもらい、

いざという時に行動できるようにするために、日頃から住

民の皆さんや地区に勤務されている皆さんと地域の防災、

災害について一緒に学び訓練をし、お互い顔の見える関係

になり、一つにまとまっていることが大事だと考えていま

す。比較的自然災害の少ない奈良市ですが皆さんに「備え

る」という意識を強く持って頂きたいです。それを啓蒙、

告知していくのが消防団の役目のひとつだと思っておりま

す。以上のことを西部方面隊の事業と意識付け、団員の皆

さんと一緒に進んでいきたいと思っております。 

最後に我々西部方面隊は「消防団は将来にわたり欠くこ

との出来ない代替性のない存在」として地域住民の皆さん

に消防団の現状を報告し、若い世代や女性にも消防団活動

に興味を持っていただき、消防団への加入促進を図ってま

いります。         西部方面隊 隊長 田村 英樹 

入
団
し
て
７
年
目
、『
仁
那
（
に
な
）』 

と
言
う
会
社
で
主
に
防
災
用
品
や
日
用
雑 

貨
等
の
販
売
を
行
い
保
育
園
や
こ
ど
も
園 

な
ど
に
納
め
て
い
ま
す
。
夏
に
な
る
と
、 

大
阪
・
奈
良
・
京
都
を
中
心
に
「
河
内
音 

頭
」・「
江
州
音
頭
」
を
歌
い
、
伴
奏
活
動 

を
し
て
い
ま
す
。 

幼
少
期
か
ら
近
隣 

の
盆
踊
り
に
先
輩 

団
員
で
も
あ
る
踊 

り
好
き
の
父
親
に 

手
を
引
か
れ
、
見 

様
見
真
似
で
踊
り 

始
め
た
の
が
き
っ 

か
け
で
、
そ
の
時
何
を
感
じ
た
の
か
父
親 

以
上
に
の
め
り
込
ん
で
盆
踊
り
好
き
に
な 

り
、
歌
い
始
め
て
『
櫓(

や
ぐ
ら)

』
の
上 

で
太
鼓
を
た
た
き
伴
奏
す
る
よ
う
に
な
り 

今
で
は
私
が
幼
い
頃
に
出
演
さ
れ
て
い
た 

師
匠
方
と
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
組
む
よ
う
に
ま 

で
な
り
ま
し
た
。 

活
動
を
始
め
て
２３
年
目
に
な
り
、
江
州

音
頭
『
近
江
若
丸(

お
う
み
わ
か
る)

と
言

う
名
前
を
頂
き
、
月
に
数
回
稽
古
に
参
加

し
、
こ
の
夏
は
、
約
２
０
ヶ
所
の
会
場
へ

出
向
き
ま
し
た
。 

盆
踊
り
は
、
ご
先
祖
様
の
精
霊
踊
り
・ 

供
養
踊
り
に
始
ま
り
、
大
阪
や
奈
良
で
太 

鼓
ギ
タ
ー
や
三
味
線
で
浪
曲
・
浄
瑠
璃
・ 

落
語
な
ど
の
要
素
が
織
り
交
ざ
り
今
の
河 

内
音
頭
・
江
州
音
頭
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

櫓
の
周
り
だ
け
照
ら
さ
れ
、
そ
の
中 

で
歌
い
手
と
踊
り
手
が
一
つ
の
世
界
を
つ 

く
り
、
一
体
感
に
な
る
の
に
魅
力
を
感
じ 

『
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。』 

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
頑
張
り
続
け
て
い 

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

各
会
場
に
行
く
と
消
防
団
や
自
警
団
の 

方
と
交
流
も
で
き
、
そ
の
地
域
・
地
区
で 

の
活
動
状
態
な
ど
も
知
る
こ
と
が
で
き
る 

の
で
、
こ
れ
か
ら
の
分
団
活
動
に
活
か
し 

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

都跡分団 福井隆仁 我が分団 自慢の「人」 

平
成
29
年
6
月
、
菅
原
町
に
念
願

で
あ
っ
た
『
屯
所
』
が
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
新
し
い
屯
所
が
出
来
る
ま
で
は
西

大
寺
水
利
組
合
の
土
地
に
ポ
ン
プ
車
格

納
倉
庫
を
建
て
さ
せ
て
も
ら
い
使
用
し

て
い
ま
し
た
が
、
屯
所
が
開
設
さ
れ
た

こ
と
で
ポ
ン
プ
車
の
格
納
だ
け
で
な
く

火
災
発
生
時
の
集
合
場
所
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
や
法
被
、
長
靴
を
身
に
着
け
る
消
火

活
動
時
の
出
動
準
備
の
拠
点
と
な
り
、 

【伏見分団長・坂本 雅則】 

平
常
時
に
は
二
か
月
に
一
度
の 

役
員
会
や
幹
部
会
議
へ
の
報
告 

や
自
治
会
活
動
の
参
加
の
打
ち 

合
わ
せ
を
行
う
集
会
所
と
し
て 

使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で 

分
団
の
拠
点
と
し
て
有
効
活
用 

し
ま
す
。 

【平城分団副分団長 津田 泰正】 

 

団
員
が
市
民
メ
デ
ィ
カ
ル 

ラ
リ
ー
や
防
災
訓
練
等
、 

様
々
な
活
動
に
参
加
す
る 

こ
と
に
よ
り
地
域
と
密
接 

な
関
係
を
築
き
、
な
く
て 

は
な
ら
な
い
存
在
と
な
っ 

て
き
て
お
り
、
こ
れ
か
ら 

の
消
防
団
が
果
た
す
べ
き
役
割
は 

益
々
重
要
で
あ
る
と
実
感
し
て
い 

ま
す
。
日
頃
の
防
災
啓
発
活
動
は 

も
と
よ
り
有
事
の
際
に
は
、
消
防 

団
が
中
心
的
役
割
を
担
い
、
自
治 

会
・
女
性
防
災
ク
ラ
ブ
等
と
協
力 

し
地
域
防
災
力
の
団
結
に
よ
っ
て 

被
害
軽
減
を
図
り
、
地
域
住
民
の 

安
心
・
安
全
の
確
保
に
務
め
て
い 

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
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広
報
指
導
分
団
が
結
成
さ
れ
て
十
年
。 

記
念
す
べ
き
年
に
全
国
消
防
操
法
大
会 

へ
出
場
。
各
方
面
隊
男
性
団
員
の
方
々 

の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
の
訓
練
は
、
大 

変
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
団
結
を
強
め 

る
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
し
た
。
日
頃 

か
ら
実
際
の
火
災
現
場
へ
出
動
さ
れ
る 

皆
さ
ん
か
ら
話
を
聞
か
せ
て
頂
く
こ
と 

も
あ
り
「
消
防
団
」
と
し
て
の
活
動
の 

大
切
さ
を
知
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

火
災
だ
け
で
な
く
、
自
然
災
害
が
増
え 

て
い
る
昨
今
、
微
力
な
が
ら
活
動
の
一 

端
を
担
え
る
よ
う
、
消
防
団
員
と
し
て 

意
識
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
、
広
報
指
導
分
団
の
ポ
ン
操
法

の
応
援
と
し
て
西
部
方
面
隊
四
分
団
が 

『
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
』 

と
な
っ
て
後
方
支
援
が
で
き
た
こ
と
で 

団
同
士
の
繋
が
り
が
密
に
な
っ
た
こ
と 

は
広
報
指
導
分
団
の
皆
様
に
感
謝
し
た 

い
と
思
い
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

編 

集 

後 

記  

が
ら
番
手
個
人
の
動
き
、
全
員
で
行
う 

操
作
等
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
奈
良
市
消 

防
一
丸
と
な
っ
た
長
い
訓
練
期
間
、
優 

勝
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
全
国
大 

会
に
出
場
し
た
経
験
は
今
後
の
団
活
動 

に
活
か
し
て
い
き
ま
す
。 

2019 年 11 月 13 日、横浜赤レンガ倉庫イベント広場に

て「第 24 回全国女性消防操法大会」が開催されました。奈

良市消防団広報指導分団の出場が決定してからの二年間は消

防局職員の方々、各方面隊から多くの男性団員の皆さんや選

手以外の女性団員からの後方支援を受けながら訓練に励んで

きました。惜しくも入賞には届きませんでしたが、「奈良市

消防団」全体として交流・団結が深まり、大きく成長できた

と思います。 

ポ
ン
プ
操
法
を
終
え
て 

～
選
手
の
想
い
～ 

2019 年 9月 19 日、青森県青森市「マエダアリーナ」にて 

「女性消防団員新時代へわ(わたし)どな(あなた)の出会い」をテ

ーマに活性化大会が開催され、活動事例発表や防火防災啓発劇

の披露、そして多くのＪリーガーを輩出している青森山田高校

サッカー部監督・黒田剛氏による記念講演が行われました。展示

ブースにでは各地の女性消防団員による広報・啓蒙活動の今を

見ることで学ぶことも多くあり、当広報指導分団からは「メディ

カルラリー」の紹介や「奈良市消防団だより」の配布を行いなが

ら交流や情報交 

換を行いました。 

広報指導分団と 

しての今後の活 

動を進化させな 

がら、次回の徳 

島大会へ臨みた 

いと思います。 

毎
年
１
月
の
第
４
土
曜
日
に
行
わ
れ 

る
「
若
草
山
焼
き
」
。
鎌
倉
時
代
の
歴
史

書
に
も
記
述
が
あ
り
、
起
源
に
つ
い
て
は

諸
説
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
よ
う
に
観
光

行
事
と
し
て
の
位
置
づ
け
は
明
治
時
代 

第 25回  

全国女性消防団員活性化青森大会 

冬
の
代
表
的
行
事 

～ 

若
草
山
焼
き 

～ 

消防団による点火の様子 

 

第 24回全国女性消防操法大会 in 横浜 

 

広
報
指
導
分
団
と
し
て
活
動
し
て
き 

た
私
た
ち
は
、
ポ
ン
プ
も
ホ
ー
ス
も
触 

っ
た
こ
と
が
な
く
仕
事
と
家
事
、
育
児 

も
あ
る
中
、「
早
朝
に
夜
間
に
訓
練
を 

行
う
こ
と
が
で
き
る
の
か
？
」
自
信
も 

な
く
不
安
な
ま
ま
訓
練
が
始
ま
り
ま
し 

た
。 局

職
員
の
皆
様
は
じ
め
、
多
く
の
男 

性
団
員
が
訓
練
場
所
の
確
保
、
後
方
支 

援
体
制
の
整
備
な
ど
全
面
的
に
ご
協
力 

く
だ
さ
り
、
私
た
ち
は
安
心
し
て
訓
練 

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
指 

導
員
の
も
と
団
員
全
員
で
規
律
訓
練
を 

行
い
、
ホ
ー
ス
延
長
も
皆
で
行
い
ま
し 

た
。
番
手
が
決
ま
る
と
軽
可
搬
ポ
ン
プ 

を
使
用
し
て
の
訓
練
が
始
ま
り
、
二
日 

後
に
な
る
筋
肉
痛
を
も
新
鮮
に
感
じ
な 

ポンプ操法出場の様子 

 

各地より大会会場へ一堂に会す 

 

奈良市消防団 全団出動！ 

～点火から消火まで～ 

～ 

後
方
支
援
に
参
加
し
て 

～ 

都
跡
分
団
分
団
長 

 
 

 
 

 
 

新
井
康
弘 

に
確
立
さ
れ
、
現
代
へ
と
引
き
継
が
れ
て 

い
ま
す
。
野
上
神
社
で
の
神
事
の
後
春
日 

大
社
の
ご
神
火
を
灯
し
た
松
明
を
手
に 

消
防
団
員
が
担
当
場
所
へ
移
動
し
待
機
、 

山
焼
き
を
告
げ
る
花
火
が
あ
が
っ
た
後
、 

柳
生
分
団
ラ
ッ
パ
隊
の
合
図
で
一
斉
に 

点
火
。
勢
い
よ
く
燃
え
上
が
る
火
の
手
が 

延
焼
し
な
い
よ
う
各
分
団
員
は
最
後
の 

鎮
火
確
認
後
に
下
山
。 

今
ま
で
本
部
補
助
出
動 

の
み
で
あ
っ
た
広
報
指

導
分
団
員
が
本
年
度
よ

り
点
火
出
動
に
参
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

実
際
に
火
を
扱
う
現
場

に
出
動
す
る
こ
と
は
初

め
て
と
な
り
、
先
輩
団

員
に
随
行
し
、
火
を
扱

う
現
場
で
の
注
意
事
項

や
完
全
消
火
に
つ
い
て

な
ど
を
学
ぶ
機
会
に
な

れ
ば
と
考
え
ま
す
。 

これからの活動・イベント予定 

2020.1.26 文化財防火デー 

2020.2.16 奈良市消防団活性化大会 

北和ブロック合同防災訓練 
開催地：布目ダム 

2020.3.1 

第 2回 市民メディカルラリー 

開催地：ＪＲ奈良駅 

～2019年度全国統一防火標語～ 

「ひとつずつ いいね！で確認 火の用心」 
2020年度の標語は 3月に決定予定 
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